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議会用語解説
二元代表制（にげんだいひょうせい） 
議員と行政の長（市長等）をそれぞれ住民の直接選挙で選ぶ制度で、日本では憲法第93条により地
方自治体は二元代表制をとるよう定められています。二元代表制では、議会は条例や予算などを審議
決定する権限を持ちますが、その執行は行政の長が責任を持ちます。 
 
本会議（ほんかいぎ） 
全議員で構成する議会のことで、議場（足利市役所本庁舎3階）で開催されます。議案の審議や、市
議会としての最終意思決定を行います。 
 
定例会（ていれいかい）と臨時会（りんじかい） 
定例会は定期的に開催される議会のことです。地方自治法第102条で毎年条例で定める回数を招集
することとなっており、足利市では3月、6月、9月、12月の年4回開催すると定められています。
また、これとは別に必要に応じて開催されるのが臨時会です。 
 
会期（かいき） 
議会が法的に活動できる期間（開会日から閉会日まで）のことです。 
本会議初日の冒頭、議決により決定しています。 
議案の審議は会期中に終わらない場合などは、改めて議決によって 
会期をのばすこと（会期延長）もできます。 

常
任
委
員
会
の
審
査
か
ら

常
任
委
員
会
の
審
査
か
ら
 

常
任
委
員
会
の
審
査
か
ら
 

足
利
市
太
陽
光
発
電
事
業
基
金
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
（
議
案
第
6
号
） 

問
　
太
陽
光
発
電
事
業
に
つ
い
て
、
平
成

25
年
度
は
一
般
会
計
で
処
理
す
る
と
の

こ
と
で
あ
る
が
、
歳
入
歳
出
の
差
額
で
収

益
に
当
た
る
部
分
を
創
設
し
た
基
金
に
充

当
す
る
と
い
う
こ
と
か
。 

答
　
平
成
25
年
度
に
つ
い
て
は
、
一
般

会
計
で
処
理
し
て
お
り
、
決
算
で
は
収
入

が
支
出
を
上
回
る
見
込
み
で
あ
る
。
売
電

収
入
と
維
持
管
理
費
の
差
額
分
で
生
じ
る

収
益
分
に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年
度
決

算
の
一
般
会
計
の
剰
余
金
に
含
ま
れ
て
く

る
の
で
、
そ
の
中
か
ら
基
金
に
積
み
立
て

る
も
の
で
あ
る
。 

平
成
25
年
度
足
利
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
3
号
）に
つ
い
て（
議
案
第
8
号
） 

問
　
小
学
校
の
普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン

設
置
に
つ
い
て
は
、
授
業
に
支
障
が
な
い

よ
う
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、

工
事
期
間
は
ど
の
程
度
に
な
る
の
か
。 

答
　
８
月
ま
で
に
は
設
置
を
完
了
し
、
２

学
期
が
始
ま
る
９
月
か
ら
エ
ア
コ
ン
の
使

用
を
予
定
し
て
い
る
。 

平
成
25
年
度
足
利
市
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算(

第
１
号)

に
つ
い
て(

議
案
第
12
号) 

問
　
地
元
業
者
を
使
う
こ
と
で
、
事
業
費

が
大
分
削
減
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

地
元
と
の
関
係
を
し
っ
か
り
と
取
り
組
む

こ
と
が
必
要
と
思
う
が
所
見
を
聞
き
た
い
。 

答
　
地
元
企
業
の
育
成
、
経
済
の
活
性
化

を
図
る
た
め
に
地
元
業
者
へ
の
優
先
発
注
、

中
小
企
業
者
に
対
す
る
分
離
分
割
発
注
の

推
進
、
共
同
企
業
体
の
活
用
等
を
図
り
、

適
正
な
競
争
原
理
の
も
と
、
公
正
性
、
透

問 副
市
長

副
市
長 

副
市
長 

生
活
環
境
部
長

生
活
環
境
部
長 

生
活
環
境
部
長 

　
　
　
　
　「
足
利
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
は

足
利
の
力
で
」
を
基
本
方
針
と
し
て
、
本

市
に
本
店
の
あ
る
企
業
が
責
任
を
も
っ
て

行
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
た
め
指
名
競
争

入
札
及
び
条
件
付
き
一
般
競
争
入
札
は
、

市
内
業
者
で
は
施
工
困
難
な
工
事
等
を
除

き
、
市
内
本
店
業
者
に
限
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
市
内
経
済
の
活
性
化
と
雇
用
確
保

の
た
め
、
引
き
続
き
市
内
業
者
の
受
注
機

会
の
確
保
・
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
く
。 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
自
発

的
に
活
動
で
き
、「
自
分
た
ち
の
ま

ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
こ
と
こ
そ
が
、

共
助
の
し
く
み
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の
環

境
整
備
を
す
る
こ
と
は
、
行
政
の
役
目
で

あ
る
が
考
え
を
聞
き
た
い
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
災
害
時
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
が
活
動
す
る
た
め
に
は
、
被
災

地
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
と

考
え
る
。
行
政
が
迅
速
に
情
報
を
収
集
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
に
発
信
す
る
こ
と

で
、
活
動
目
的
が
明
確
化
さ
れ
自
発
的
な

活
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
ご
指
摘
の

「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
」

と
い
う
市
民
活
動
に
よ
る
共
助
の
し
く
み

へ
と
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
る
。
今
後
、

活
動
支
援
計
画
の
具
現
化
の
中
で
検
討
し

て
い
き
た
い
。 



第
１
分
科
会
（
総
務
企
画
防
災
）

第
2
分
科
会
（
民
生
環
境
水
道
）

第
3
分
科
会
（
教
育
経
済
建
設
）

　
平
成
26
年
度
一
般
会
計
予
算
案
及
び
各
特
別
会
計
予
算
案
を
審
議
す
る
た
め
、
議
員
全
員
で
構
成
す
る
予
算
審
査
特
別
委
員
会
（
委
員
長
　
河
内
利
雄
議

員
、
副
委
員
長
　
冨
永
悦
子
議
員
）
を
設
置
し
、
常
任
委
員
会
を
単
位
と
す
る
３
つ
の
分
科
会
を
設
置
し
ま
し
た
。
 

　
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
各
分
科
会
に
お
け
る
主
な
質
疑
応
答
（
要
旨
）
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
 

○
一
般
会
計 

問
　
ふ
る
さ
と
足
利
応
援
寄
附
金
に
つ
い

て
、
全
国
や
県
内
の
自
治
体
で
は
、
寄
附

を
す
る
と
農
産
物
や
海
産
物
な
ど
の
特
産

品
を
差
し
上
げ
る
こ
と
で
多
く
の
寄
附
を

集
め
て
い
る
。
本
市
も
ト
マ
ト
や
イ
チ
ゴ

な
ど
の
農
産
物
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
寄
附

を
し
た
方
に
農
産
物
を
差
し
上
げ
る
な
ど

の
や
り
方
が
で
き
な
い
か
。 

答
　
本
市
に
寄
附
を
し
た
方
へ
の
対
応
に

つ
い
て
は
、
足
利
学
校
の
入
場
券
の
ほ
か

に
、
平
成
25
年
度
か
ら
渡
良
瀬
橋
の
夕

日
な
ど
市
内
風
景
を
撮
影
し
た
写
真
を
送

付
し
て
い
る
。
農
産
物
に
つ
い
て
も
本
市

の
特
徴
を
表
す
こ
と
か
ら
検
討
し
た
い
。 

問
　
公
共
施
設
等
整
備
基
金
積
立
金
に
つ

い
て
、
公
共
施
設
の
整
備
の
た
め
に
3

億
円
を
積
み
立
て
る
が
、
公
共
施
設
の
建

替
え
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
平
成
27

年
度
以
降
の
積
み
増
し
を
す
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
。 

答
　
公
共
施
設
の
老
朽
化
は
大
変
進
ん
で

い
る
。
今
回
、
異
例
の
３
億
円
と
い
う
積

み
立
て
と
な
っ
た
が
、
こ
の
先
は
老
朽
化

が
さ
ら
に
進
む
の
で
、
可
能
な
限
り
積
み

立
て
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

問
　
消
防
自
動
車
等
整
備
事
業
費
に
つ
い

て
、
細
か
い
内
容
を
聞
き
た
い
。 

答
　
平
成
26
年
度
は
化
学
車
１
台
と
消

防
団
ポ
ン
プ
車
１
台
の
更
新
を
予
定
し
て

い
る
。
救
急
車
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
平

成
26
年
度
に
消
防
救
急
無
線
デ
ジ
タ
ル

化
な
ど
大
き
な
事
業
が
あ
る
た
め
、
今
後
、

早
い
時
期
に
平
成
27
年
度
以
降
の
対
応

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

  

○
一
般
会
計 

問
　
被
災
幼
児
就
園
支
援
事
業
補
助
金
に

つ
い
て
聞
き
た
い
。 

答
　
平
成
23
年
度
の
単
年
度
補
助
で
、
国

は
延
長
し
な
い
と
の
こ
と
か
ら
予
算
化
は

見
合
わ
せ
て
い
た
が
、
平
成
26
、
27
年
度

の
２
年
間
を
継
続
し
て
補
助
が
出
る
こ
と

か
ら
予
算
計
上
し
た
。
平
成
26
年
３
月
13

日
現
在
、
39
世
帯
、
98
名
の
方
が
避
難
し

て
お
り
、
対
象
幼
児
数
は
５
名
で
あ
る
。 

問
　
児
童
手
当
が
減
額
と
な
っ
て
い
る
が
、

内
訳
を
聞
き
た
い
。 

答
　
受
給
児
童
数
の
減
少
に
よ
り
減
額
と 

な
っ
た
。
平
成
25
年
度
延
べ
人
数
は
22
万

８
千
870
人
、
平
成
26
年
度
は
21
万
９
千
969

人
と
い
う
想
定
で
、
８
千
901
人
分
の
減
と

し
て
児
童
手
当
を
計
上
し
て
い
る
。 

○
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計 

問
　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
が
５
千

200
万
円
余
増
額
と
な
っ
て
い
る
理
由
を

聞
き
た
い
。 

答
　
均
等
割
額
４
万
２
千
円
が
４
万
３
千 

200
円
と
な
り
１
千
200
円
の
増
、
賦
課
限

度
額
が
55
万
円
か
ら
57
万
円
と
な
り
２

万
円
の
増
額
と
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。 

○
水
道
事
業
会
計 

問
　
近
隣
自
治
体
で
の
水
道
施
設
管
理 

業
務
の
委
託
状
況
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。 

答
　
佐
野
市
、
太
田
市
、
館
林
市
は
24
時

間
365
日
、
全
日
委
託
を
し
て
お
り
、
桐
生

市
、
み
ど
り
市
は
本
市
と
同
じ
く
夜
間
と

閉
庁
日
の
委
託
を
し
て
い
る
。 

  

○
一
般
会
計 

問
　
足
利
学
校
参
観
者
倍
増
計
画
の
２
年

目
を
迎
え
た
が
、
現
在
参
観
者
は
ど
の
く

ら
い
か
。 

答
　
17
万
６
千
人
弱
で
、
平
成
25
年
の
同

時
期
と
比
較
し
、
９
千
800
人
の
減
で
あ
る
。 

問
　
イ
ノ
シ
シ
対
策
と
し
て
、
平
成
26

年
４
月
１
日
か
ら
狩
猟
免
許
、
許
可
を
持

っ
て
い
る
方
が
、
書
替
え
等
の
手
続
き
を

無
料
で
更
新
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
新

た
に
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
免
許
を
取
得
す
る

こ
と
を
市
民
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
の
か
。 

答
　
猟
友
会
と
連
携
し
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲

を
実
施
し
て
い
る
が
、
な
か
な
か
若
い
人

が
加
入
し
な
い
。
総
会
に
お
い
て
加
入
周

知
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
進
ん
で
い
な

い
の
が
実
態
で
あ
る
。 

問
　
足
利
市
金
券
発
行
事
業
に
関
し
て
、

取
扱
加
盟
店
と
発
行
状
況
を
聞
き
た
い
。 

答
　
取
扱
加
盟
店
舗
は
平
成
26
年
２
月

末
現
在
で
594
店
舗
で
あ
る
。
発
行
状
況

は
発
行
ベ
ー
ス
で
約
７
万
８
千
枚
、
１
枚

１
千
円
券
な
の
で
、
７
千
800
万
円
で
あ
る
。

そ
の
う
ち
換
金
状
況
は
約
４
万
７
千
枚
、

４
千
700
万
円
で
あ
る
。 

問
　
学
校
給
食
用
器
具
類
整
備
事
業
に
つ 

い
て
聞
き
た
い
。 

答
　
学
校
給
食
用
食
器
を
平
成
23
年
度

か
ら
使
用
し
て
い
る
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
製

か
ら
Ｐ
Ｅ
Ｎ
樹
脂
製
に
更
新
す
る
事
業
で

あ
り
、
経
年
劣
化
に
よ
る
食
器
を
入
れ
替

え
る
も
の
で
あ
る
。 

予
算
審
査
特
別
委
員
会
の
審
査
か
ら
 

予
算
審
査
特
別
委
員
会
の
審
査
か
ら
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常
任
委
員
会
の
審
査
か
ら
 

明
性
、
競
争
性
を
確
保
し
、
地
元
業
者
の

受
注
機
会
の
増
大
を
進
め
て
い
き
た
い
。 

平
成
25
年
度
足
利
市
公
設
地
方
卸
売
市

場
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

に
つ
い
て
（
議
案
第
13
号
） 

問
　
年
々
市
場
の
使
用
料
の
滞
納
が
増
え

て
い
き
そ
う
だ
が
、
運
営
に
つ
い
て
平
成

26
年
度
以
降
ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
の
か
。 

答
　
花
き
部
の
撤
退
、
卸
売
市
場
業
者
の

使
用
料
滞
納
が
あ
り
、
市
場
全
体
に
関
わ

る
た
め
庁
内
の
検
討
委
員
会
で
協
議
を
進

め
る
。
使
用
料
の
滞
納
に
つ
い
て
は
、
強

く
指
導
す
る
が
、
難
し
い
状
況
に
あ
り
今

後
も
市
場
外
流
通
等
の
た
め
、
厳
し
い
財

政
運
営
が
続
く
と
考
え
て
い
る
。 

足
利
市
社
会
教
育
委
員
条
例
の
改
正
に
つ

い
て
（
議
案
第
16
号
） 

問
　
今
回
の
改
正
で
委
嘱
基
準
に「
家
庭

教
育
の
向
上
に
資
す
る
活
動
を
行
う
者
」が
、

新
た
に
追
加
さ
れ
た
が
、現
行
の
定
数
が
15

人
で
、改
正
後
に
つ
い
て
も
15
人
で
あ
る
。委

員
数
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。 

答
　
委
員
数
に
つ
い
て
は
、
４
月
以
降
に

委
嘱
基
準
を
規
定
す
る
各
号
の
人
数
を
精

査
し
、
配
分
し
て
い
き
た
い
。 

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て
（
議
案
第
20
号
） 

問
　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
「
足
利
の
風
」

な
ら
で
は
の
特
色
を
聞
き
た
い
。 

答
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
を
支
援
す
る
団
体
と
し
て

の
高
い
専
門
性
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、

市
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
に
か
か
る

人
材
の
育
成
や
活
動
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
支
援
に
関
す
る
講
座
等
の
開
催
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
関
す
る
相
談

等
も
企
画
し
実
施
で
き
る
と
い
う
特
色
が

あ
る
。 

副
市
長 

生
活
環
境
部
長 


